
二
〇
二
一
〇
五
三
十
一
号 

№
一
一
四
号 

・

▽
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
ど
う
で
も
い
い
事
と

思
う
人
も
居
る
で
し
ょ
う
が
。
最
近
、
広
報
誌

な
る
も
の
の
発
行
が
遅
れ
気
味
な
感
じ
で
反

省
し
て
い
る
月
末
で
す
。
此
れ
も
皆
、
コ
ロ
ナ

の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
先
達
て
総
会
で
札
幌
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
総
会
会
場
の
ホ
テ
ル

地
下
駐
車
場
か
ら
会
場
に
入
り
、
終
了
後
地
下

駐
車
場
か
ら
そ
の
ま
ま
帰
宅
、
一
歩
も
ホ
テ
ル

か
ら
出
な
い
で
帰
っ
て
来
た
の
は
、
初
め
て
で

す
。
如
何
に
命
根
性
が
汚
い
か
。
帰
り
の
喜
茂

別
辺
り
で
大
き
く
深
呼
吸
し
な
が
ら
考
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。
▽
総
会
も
無
事
終
了
し
ま
し

た
が
昨
年
同
様
、
日
本
砕
石
協
会
の
議
長
を
仰

せ
つ
か
り
進
行
し
た
訳
で
す
が
、
異
議
が
有
る

の
か
。
無
い
の
か
の
声
も
小
さ
く
、
〇
〇
で
屁

こ
い
て
い
る
感
じ
で
、
異
議
が
な
い
な
ら
議
長

一
任
と
し
て
拍
手
を
持
っ
て
承
認
し
て
貰
い

ま
す
。
と
言
っ
た
ら
よ
う
や
く
反
応
す
る
次
第

で
私
と
し
て
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
皆
、

コ
ロ
ナ
疲
れ
し
て
居
る
の
か
な
ぁ
ー
と
言
っ

た
感
じ
で
し
た
。
▽
函
館
方
面
は
、
ま
だ
ま
だ

此
れ
か
ら
増
え
る
傾
向
に
あ
る
様
で
高
齢
者

は
ワ
ク
チ
ン
で
対
応
出
来
ま
す
が
此
れ
か
ら

の
若
者
や
幼
児
を
含
め
子
供
た
ち
の
感
染
が

心
配
で
す
。
早
く
子
供
た
ち
用
の
ワ
ク
チ
ン
が

出
来
る
事
を
願
い
た
い
も
の
で
す
。 

         

一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

 

①
令
和
3
年
度
総
会 

開
催 

5
月
26
日(

水)

札
幌
東
急R

E
I

ホ
テ
ル 

14
時
か
ら
国
有
林
砕
石
協
同
組
合 

15
時
か
ら
北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

16
時
か
ら
一
社
日
本
砕
石
協
会
地
方
本
部 

何
れ
も
原
案
通
り
可
決
致
し
総
会
を
無
事 

終
了
し
ま
し
た
。 

役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会
と
一
社
・
日
本

砕
石
協
会
北
海
道
地
方
本
部
に
つ
い
て
は
、

函
館
支
部
か
ら
引
き
続
き
現
在
の
平
沼
と 

佐
藤
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

⑷
そ
の
他 

懇
親
会
は
有
り
ま
せ
ん
。
持
帰
品
あ
り
。 

 
 ②

事
務
局
体
制
の
変
更 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会
事
務
局
長 

 

牧
野
氏
が
六
月
か
ら
着
任
し
ま
す
。 

 

前
安
室
事
務
局
長
に
は
、
様
々
な
面
に 

於
い
て
函
館
支
部
と
し
て
は
大
変
お
世
話
に

成
り
ま
し
た
。
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

③
そ
の
他 

・
採
石
業
務
管
理
者
再
教
育 

（
能
力
向
上
）
教
育
に
つ
い
て 

令
和
四
年
三
月
函
館
市
で
開
催
予
定
で
す
。 

 

・
本
部
が
主
催
す
る
行
事
・
講
習
に
つ
い
て 

本
年
度
10
月
27
日
～
28
日
仙
台
市
に
於
い
て

『
第
47
回
全
国
砕
石
技
術
大
会
・ 

砕
石
フ
ォ
ー
ラ
ム2

0
2

1

』
が 

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

  

・
事
務
所
住
所
の
変
更 

住
所
は
同
じ
で
す
が
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
変
更
に

伴
い
第
二
海
洋
ビ
ル
か
ら
大
通
り
ホ
ワ
イ
ト

ビ
ル
に
入
居
名
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

・
令
和
三
年
度
火
薬
類
取
締
法
に
基
づ
く 

 
 

保
安
責
任
者
試
験
日
程 

試
験
日 

令
和
三
年
09
月
05
日
（
日
） 

試
験
会
場 

札
幌
市
・
旭
川
市
・
帯
広
市 

願
書
受
付 

令
和
三
年
06
月
22
日
㈫
～ 

 
 

 
 

 
 

07
月
01
日
㈭
迄
で
す
。 

願
書
は
、
道
南
火
薬
類
保
安
協
議
会
に
あ

り
ま
す
の
で
必
要
な
方
は
、
ご
連
絡
下
さ

い
。 

                    

道
南
で
は
田
植
え
も
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

実
り
多
い
年
に
な
れ
ば
と
願
い
ま
す
。 

 

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・
協
会 

①
全
国
安
全
週
間 

 

07
月
01
日
～
07
月
07
日 

準
備
月
間
と
し
て 

 

06
月
01
日
～
30
日
迄
で
す
。 

ス
ロ
ー
ガ
ン 

持
続
可
能
な
安
全
管
理 

 
 

 

未
来
へ
つ
な
ぐ
安
全
職
場 

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
は
北
海
道
地
方
本
部
管
内
で
は
死
亡

災
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
全
国
で
は

五
名
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。 

朝
、
行
っ
て
来
ま
す
と
言
っ
て
、
只
今
と 

言
え
な
い
方
々
を
思
う
と
各
職
場
に
於
い
て

は
徹
底
し
た
安
全
な
職
場
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
居
り
ま
す
。
今
一
度
、
職
場
の
安
全
点
検

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

②
先
般
、
一
社
日
本
砕
石
協
会
の
令
和
03
年

度
通
常
総
会
の
開
催
に
辺
り
出
欠
の
確
認
等

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
回
答
で
行
う

旨
の
内
容
か
ら
郵
送
し
て
下
さ
い
と
訳
の
分

か
ら
な
い
文
章
が
流
れ
た
事
に
対
し
て
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
十
分
に
注

意
し
て
解
り
や
す
い
採
決
の
仕
方
を
本
部
に

提
案
し
て
参
り
ま
す
。 

 

事
務
局
よ
り 

・
道
本
部
の
総
会
で
、
平
沼
支
部
長
が
、
業

界
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
元
気
で
砕
石
業
界
を
け
ん

引
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


